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被　　服

廃 食 用 油 利 用 石 鹸 の 消 費 性 能

青 山 学 院 女 短 大　 ○ 阿 部 幸 子 、 東 京 家 政 大　 片 山 倫 子 、 郡 山 女 大　 岩 崎 芳 枝

目 的　 生 活 雑 排 水 中 の 汚 濁 負 荷 の う ち 、50 ％ 以 上 が 炊 事 な ど の 調 理 排 水 に よ る と い わ れ

特 に 油 類 はBOD が た か く 、 汚 濁 負 荷 へ の 寄 与 が 大 き い 。 廃 食 用 油 を 下 水 に 流 す こ と は 、 環

境 保 全 の 面 か ら 問 題 視 さ れ 、 そ の 回 収 、 再 利 用 シ ス テ ム も 検 討 さ れ て お り 、 そ の 一 つ と し

て 、 廃 油 石 鹸 の 手 作 り を 薦 め て い る 自 治 体 や 消 費 者 団 体 も 多 い 。　し か し 、 こ の 廃 油 石 鹸 に

は 、 製 造 過 程 や 使 用 法 、 洗 浄 力 、 生 分 解 性 な ど の 検 討 が 系 統 的 に 行 わ れ て い な い 。 本 研 究

で は 、 こ れ ら の 観 点 か ら 廃 食 用 油 の 消 費 性 能 に つ い て 調 査 ・ 研 究 す る こ と を 目 的 と す る 。

方 法　 ① 消 費 生 活 セ ン タ ー 、 消 費 者 団 体 で の 廃 油 石 鹸 の 取 組 み ： 石 鹸 作 り の 指 導 、 品 質

調 査 、 廃 油 石 鹸 使 用 の 推 奨 な ど の 実 態 を 手 紙 に よ り 問 い 合 わ せ た 。 ② 各 種 方 法 に よ る 廃 油

石 鹸 の 調 製 お よ び 検 討　 ③ 調 製 し た 廃 油 石 鹸 の 洗 浄 性 能 ： ラ イ オ ン 法 人 工 汚 染 布 を 用 い て

洗 浄 力 試 験 を 行 い 、 濃･､度 、 温 度 、 硬 度 の 影 響 に つ い て 調 べ た 。

結 果　 ① 消 費 生 活 セ ッ タ ー 、 消 費 者 団 体 の 取 組 み ：37 件 の 回 答 を 得 た 。 前 者 で は 、 主 と

し て 石 鹸 作 り の 指 導 と そ の 品 質 調 査 が 行 わ れ 、 使 用 を 推 進 す る こ と は 積 極 的 に 行 っ て い な

い 。 後 者 で は 、 非 常 な 熱 意 で 使 用 推 進 運 動 を 行 っ て い る 。 ② ① の 調 査 で 行 わ れ て い た ８ 種

の 方 法 を 試 み た 。 米 飯 を 用 い る い わ ゆ る プ リ ン 石 鹸 ４ 種 、 フ レ ー ク 石 鹸 、 固 形 石 鹸 、 粉 末

石 鹸 、 塩 析 法 石 鹸 で あ る 。 水 分 率 は プ リ ン 石 鹸 は70 ～80 ％ 、 他 は ７ ～14 ％ で あ り 、P   H は

プ リ ン 石 鹸 は 約 ８ 、 他 は ９ ～10 で あ っ た。 ま た 遊 離 ア ル カ リ が 高 い 値 を 示 す も の も あ っ た。

NaOH の 使 用 量 、 調 製 時 の 発 熱 な ど 、 家 庭 調 製 に は 問 題 点 も あ る 。 ③ 洗 浄 性 能 ： 市 販 の 石 鹸

と 同 等 の 洗 浄 力 を 示 す も の も あ り 、 硬 度 、 温 度 の 影 響 は あ ま り 見 ら れ な か っ た 。
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文教大教育　西出伸子　○関口典子

目的　 木綿わた敷き布団の丸洗いでわた本来の油脂分を変化せずに水溶性・油溶性・固

形汚れが除去できる事は既に報告した1)。今回は敷き布団に要求される特性の繰り返し圧

縮弾性について比較検討を行った。
方法　試料：長年月使用した木綿わた敷き布団4 種、対象2 種について丸洗い、打ち直

し、打ち直しわたの洗浄を専門業者に依頼した。　前処理:10 ×10cmの試料を調湿器（20

±2 ℃、RH65%) で24時間調湿し25g に調整する。　 圧縮弾性試験：目盛り付ﾌﾞﾗｽﾁｯｸ性測定

器を作製しJIS L 2001 に準拠し基準値、圧縮基準値、回復基準値を求める。　繰り返し圧

縮弾性試験：各基準値を求めた後20 ±2 ℃、RH 65% で17時間加重後、圧縮値、回復値を求

め、繰り返し実験を行う。実験回数は108 回（1836 時間).   8時間睡眠／日で延べ230 日分

（8 か月）に相当する。加重はいずれの実験においても2200g( 体重SSKg/cm" 相当）である。

結果　①圧縮基準値は未使用わたを洗浄しても変化は無い。使用わたは手入れを行えば

未使用わたに近ずく。回復基準値は繊維の種類や使用履歴が影響し手入れの違いによって

も差が出てくる。②未使用と使用わたの圧縮値と回復値の差は明らかで未使用わたは弾力

性が優れており、弾力性の違いは繊維の種類以上に汚れの付着が大いに関与している。③

未使用・使用わたの繰り返しによる圧縮弾性の耐久性の違いは、手入れを行えば何れも10

回{7日）位まで弾性の向上は明らかに認められるが以後変化は少ない。④布団の丸洗い洗

浄は打ち直しや打ち直しわたの洗浄より弾性回復はやや劣る。

1)西出・関口：日本家政学会第43回大会、1991､5､26
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